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茨城県教育委員会

中学３年生とその保護者のみなさんへ

平成１８年春の入学者選抜から

県立高等学校の

通学区域が廃止され全県一学区
となります。

住む地域により制限されることなく，自分の進路希望

に応じて，学校選択ができるようになります。

○特色あるさまざまな高等学校の中から，自分に合った

学校を見つけてください。

○県立高等学校も，それぞれ魅力ある学校づくりに
努めていきます。



Ｑ いままでの通学区域制度はどのようなものでしたか？
Ａ ５つの通学区域に分かれ，全県一学区扱いの高校（県内に一つしかない学科・コース及び単位制・
総合学科）を除き，通学できる高校は保護者の住む通学区とその隣接通学区に限られていました。ま

た，全日制普通科の場合，通学区外からの入学者は募集定員の30％に制限されていました。そのため，

中学生の個性や進路希望などに応じた学校選択が，住む地域によって制限される場合がありました。

Ｑ なぜ通学区域を廃止して，全県一学区にするのですか？
Ａ 通学区域制度は，昭和24年に高校教育の普及と教育の機会均等を目的に設けられ，高校進学率の向
上や生徒急増期にこれまで一定の役割を果たしてきました。現在では，茨城県の県立高校数は109校（平

成17年度募集時）に，高校等進学率は97.8％（平成17年度）に達しており，平成元年３月をピークに

生徒数が減少している状況等の中で，通学区域を設けた所期の目的はほぼ達成されたと考えられます。

また，平成13年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され，通学区域の設定につ

いては都道府県教育委員会の自主的な判断に委ねられました。これを受けて，平成17年度までに全国

で８都県が，高校の通学区域を廃止しています。

今回の通学区域の廃止は，このような流れを背景に，学校選択の幅を拡大し，中学生が自分の進路

希望に応じて，より主体的に高校を選択できるようにしたものです。

Ｑ なぜ来春の選抜から実施するのですか？
Ａ 通学区域の見直しについては，学識経験者，市町村の教育長，中学校・高校のＰＴＡの代表及び中
学校・高校の校長等から構成される茨城県高等学校入学者選抜方法協議会で検討を重ねてきました。

その結果，今回の通学区域の廃止は，新たな制限を設けるといったものではなく，制限をなくして，

より自由な学校選択とより公平な入学者選抜を進めようとするものであり，現在の中学３年生から制

限なく自由に学校選択することを認めた方がよいという報告がなされ，これを受けて県教育委員会で

は来春の入学者選抜から通学区域を廃止して，全県一学区とすることとしました。

また，今年８月のつくばエクスプレス（ＴＸ）開通などの交通体系の変化や，来年３月の市町村合

併による２つの通学区にまたがる新しい市の誕生など，早急に対応しなければならない課題が生じて

きています。来春から全県一学区とすることは，これらの課題にも対応するものです。

Ｑ 特定の高校に志願が集中するなど，学校間格差が拡がりませんか？
Ａ 通学区域の廃止により，学校選択の幅は拡がりますが，中学生の多くは一定の生活圏・行動圏の中
で自分に合った高校を選択する傾向にあります。本県でも，すでに単位制となって全県一学区扱いと

なった高校がいくつかありますが，全県一学区になってから志願倍率が大きく変化した高校はありま

せん。また，すでに通学区域を撤廃した他県の状況を聞いたところ，都市部の高校に志願が集中した

りするなどの大きな変化や混乱はほとんど見られなかったとのことでした。

また，現在，茨城県では，各地域に総合学科や単位制高校の設置，学科改編などにより，特色ある

高校づくりを進めています。全県一学区になることで，各高校は中学生に選択されるような魅力ある

学校をめざし，生徒の個性や能力を伸ばす取り組みを一層推進していきます。

Ｑ 各高校の情報はどのようにすれば得られますか？
Ａ 各県立高校では，体験入学や学校説明会を開催するとともに，学校案内の作成，インターネット・
ホームページの開設など様々な方法で情報を提供しています。また，県教育委員会が毎年発刊してい

る「ハイスクールガイド」には，県内の高校すべての詳しい内容が紹介されているとともに，高校選

択に役に立つさまざまな情報が載せられています。「ハイスクールガイド」は，各中学校に配付されて

いますが，県教育委員会のホームページでも見ることができます。

県立高校ホームページへのリンク集 http://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/link/school/sc-index.htm

「ハイスクールガイド」の閲覧 http://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/high/hi-index.htm


